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したところ，1996年のように期間の前半に多発するタイ

プ（前半多発型），2011年および2012年のように後半に

多発するタイプ（後半多発型），それ以外である中間タイ

プ（中間型）とに分類され，成虫の初発日から50%脱出す

るまでに必要な有効積算温度に違いがあることが分かっ

た（図-3）。被害材の産地別による明確な違いは見られな

かったものの，温暖な飯田市の被害材が前半多発型であ

った。また，竹下ら(5)によると，羽化脱出頭数は降雨の

翌日以降に多く，発生消長には降雨の影響が大きいとさ

れているため，今回は日平均雨量に着目し，発生型と有

効積算温度累積開始日から50%脱出までにおける日平均

雨量との関係を検討したところ，前半多発型で少雨，後

半多発型で多雨という傾向がみられ，多雨年ほど初発日

以降の発生が遅れ，後半に多発する可能性があった（図

-4）。 

これらのことから，寒冷な高標高地域においては，4

月末までの有効積算温度が高い年は初発日が早まる可能

性があり，例年より早い時期に予防散布を行う等の検討

が必要であると考えられた。ただし，初発日以降の発生 

 

 

 

については，初発日から50%脱出するまでに必要な有効積 

算温度に大きな違いがあることから，有効積算温度だけ 

では傾向が推測できず，発生前後の雨量や被害材の産地，

持ち込み前の被害材の状態など，他の要因も考慮する必

要があると考えられた。 
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図－1．年平均気温と初発日の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3．有効積算温度と累積発生割合の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－2．4月末までの有効積算温度と初発日の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－4．発生型による日平均雨量の違い 

エラーバーは±標準偏差を示す。 
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